名古屋市軟式野球スポーツ少年団参加チームへの連絡
寒さに向かう時期ですが、子供達のために毎週ごくろうさまです。

さて、皆さんが練習拠点とされている場所は小学校や公園など公共施設が主体であろうと思われます。

しかしこれらの公共施設で近隣住民とのトラブルがありましたので次の点に注意してください。

１　名古屋市には稲永公園など野球場として認定されている公園以外に、一般市民が利用するために使用目的を決めていない公園（無料）も数多くあります。
これらの公園を少年野球チームが一日中独占して使用していることがありますが、野球専用の公園ではありませんので使用しないようにしてください。
２　名古屋市の野球ができる公園（有料）は５２箇所ありますが、その中にはソフトボール

　　専用の施設が９箇所あります。

　　これらソフト専用球場を軟式野球に使用することはできません。

　　公園を管理する土木事務所に確認しトラブルのないようにしてください。

３　駐車場の件
　　これらの公園のほとんどは駐車スペースが不足しています。

　　路上駐車は厳禁です。

４　早朝練習の件

　　試合前の練習などで特に夏場は早朝にグランドを使用することがあります。

民家が近接している公園を使用する場合は、早朝練習時には注意をしてください。
部外者にとっては子供の声は以外とやかましいものです。

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２００９年１２月１日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　名古屋市軟式野球スポーツ少年団

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事務局長　　　石井　利一

